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新型コロナを踏まえた公立・公的病院の維持・存続を求める意見書

上記の議案を別紙のとおり徳島県議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出する。
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新型コロナを踏まえた公立・公的病院の維持・存続を求める意見書

厚生労働省は、令和元年９月２６日、再編・統合の議論が必要として、全国

４２４の公立・公的病院のリストを公表し、都道府県に地域医療構想調整会議で

の議論を進めるよう求めた。

しかし、公立・公的病院は、救急医療や災害医療などの不採算・特殊部門や過

疎地の医療提供等を担い、地域住民が安心して暮らすために欠かすことのできな

い重要な役割を果たしている。

新型コロナウイルス感染症対応においても、昨年の感染拡大初期段階から、帰

国者・接触者外来を設置するなど検査体制の確立に貢献してきた。

また、新型コロナ感染者の入院受入医療機関として、デルタ株により、これま

でにない速さで全国に感染が拡大し、過去最大の感染者数となった感染第５波に

おいても、最前線で治療にあたっている。

さらに、ワクチン接種も行うなど、特に地方においては必要不可欠な医療機関

であり、その重要性が一層増している。

地域医療構想の背景である今後の人口構造の変化等、中長期的な状況や見通し

は変わっていないこと、また、公立・公的病院が不断の経営改善に取り組む必要

があることは否定しないが、今般の新型コロナウイルスの感染拡大が医療提供体

制に多大な影響を及ぼし、地域医療体制に係る課題を浮き彫りにしたことは事実

であり、国においては、地域医療構想に関し、新型コロナウイルス感染症を踏ま

え、次の事項が実現されるよう強く要請する。

１ 地域医療を守るため、公立・公的病院の維持・存続を図ること。

２ 地域医療構想の実現など医療提供体制に関する一連の議論については、新型

コロナウイルス感染症の終息後に仕切り直しをすること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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